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１ 趣旨

本評価報告及び提言書は滝川市環境基本条例第 29条に基づき、滝川市環境市民委員会（以下、「委
員会」という。）として調整した評価及び提言等について、滝川市長に対して年に一度、提出するも

のである。

なお、ここで評価対象とするのは前年度（平成 20年度）の取組についてである。
また、評価及び提言は、市が作成・公表した年次報告書に記載されている数値目標の達成状況など

をはじめとしてその他の取組等を総合的に勘案した上で、特に市が今後の取組を進める上で留意すべ

きと思われる点についてまとめたものである。

２ 平成 20年度の取組等に関する評価について
平成 20年度の取組に係る評価については、次の点を提示する。

１）一人あたりのゴミ排出量及びリサイクル率に係る各数値目標の達成に向けては、現状のま

までは達成が困難であることが予想される。

２）その他の数値目標については、特に大きく後退していると認められる項目はないが、いっ

そうの市民等への周知に努めるとともに、目標達成に向けた個別の施策等の整理・点検が

必要である。

３ 今後の取組に向けた提言について

提言については、次の点を提示する。

１）新たな一般廃棄物焼却処理施設の整備の検討に当たっては、これをごみ処理システムの一

つの見直しの契機と捉え、いっそうのごみ減量化やリサイクル率の向上に資するよう、そ

れらの視点も踏まえたなかで施策の構築を図られることを提案する。

２）環境施策の向上・充実に向けて、行政だけでなく幅広く民間の力を活用するとともに、人

材育成を進めるべく、環境を軸として団体や事業所、個人などの情報を集約、またそれら

の連携支援等を図るようなしくみを構築されることを提案する。

委員会としては、今後、滝川市が環境施策を展開していくなかで、以上の各事項について十分に留

意し取り進めるよう要望し、報告ならびに提言する。
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